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海外事例調査報告：調査対象

産業横断レジストリー活用の方向性検討のインプットとするため、海外に拠点を置くⅠ.ブランドオーナー(サプライヤー) Ⅱ.リテーラー 
Ⅲ.GS1 Global Office および海外GS1組織にインタビューを実施した。

調査対象
企業・組織

主な
ヒアリング

項目

① Procter&Gamble (GDSN Board)

② Nestle
③ Smucker’s (現GS1 Global Office)

④ PepsiCo 

Ⅰ. ブランドオーナー(サプライヤー) Ⅱ. リテーラー

⑤ Carrefour
⑥ Metro (GDSN Board)

⑦ Albert Heijn
⑧ Ahold Delaize
⑨ ICA

⑩ GS1 Global Office (元Wegmans)

⑪ GS1 Sweden
⑫ GS1 Netherland
⑬ GS1 Austria
⑭ GS1 Australia

Ⅲ. 海外GS1組織

▪企業概要

▪SKUについて
– SKU数(マーケット/消費者用/業務用)

▪GDSNについて
(標準化された商品情報の同期化)
– 利用状況/GDSN以外の手段/活用マー

ケット/GTIN登録リテーラー数/初期課題
/GDSNによる利点・実現できること/今後の
取り組み

▪データマネジメント
– 管理体制/ガバナンスプロセス/正確性確認

方法/エラー対応/チャレンジ

▪GTINルールについて
– ルールへの問題/マイナー変更時対応

▪製品情報共有のこれまでの歩み
etc.

▪企業概要

▪SKUについて
– SKU数/サプライヤー数/新商品数・展開時

期/登録呼びかけ

▪GDSNについて
(標準化された商品情報の同期化)
– 利用状況/GDSN以外の手段/初期課題

/GDSNによる利点・実現できること

▪データマネジメント
– 管理体制/ガバナンスプロセス/正確性確認

方法/エラー対応/課題点/取り組み

▪GTINルールについて

▪製品情報共有のこれまでの歩み
etc.

▪商品情報について
– 登録GTINデータ数/登録メーカー数/年間

更新データ数/情報登録ルール/画像情報
含むGTIN数

▪提供サービスについて
– 利用者数/それ以外の手法/シェア率/

費用スキーム/品質チェックサービス/データ品
質責任/GDMサポート

▪データマネジメント
– 課題/販売終了商品の情報連携

▪GTINマネジメント

▪製品情報授受のこれまでの歩み
etc.
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海外事例調査報告：日本での産業レジストリー構想実現に向けたインサイト

共通化され商品情報は、サプライチェーン上でのプレイヤーの効率性向上だけでなく、
消費者にとっても、信頼できるデータをタイムリーに得られ、安全性や透明性を担保できるという観点において非常に重要である。

➢ 各プレイヤーのトップ層が課題を認識し推進支援することが取組の第一歩。

➢ 一企業で主導するのは難しく、ステークホルダー (データの出し手と受け手/GS1ほか関係者間) の協力が必須。

➢ 海外では法規制やコンプライアンスルール(必須開示データの多様化など)が共通データ基盤構築の追い風になったように、
日本でもきっかけとなるようなルール化・および国からの促進が必要か。

➢ 製品情報の定義が業界内で一致していることがまずは重要であり、その確認の場としてGS1の存在が必要。
サプライヤーはこの定義(共通言語)を必要としており、これがないとシームレスなデータ交換は不可能。

➢ 消費者の購買体験の向上のためには、データの正確性・タイムリーな情報共有・サプライチェーンの透明化が重要である。
これらを実現することで消費者からの信頼獲得、結果的には企業価値向上につながる。

➢ 情報開示の必要性は、欧米諸国と同様に、今後日本においても高まり続けていくと想定される。
それに対応できるだけの共有データ基盤を各企業が整備する必要性がある。

➢ デジタルな商品情報の交換は取引のベースであり、以前は企業間取引においての重要性が注目されていたが、現在では
消費者に対する情報提供において非常に重要となっている。今後さらなるニーズ多様化への対応が必要となりうる。
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海外事例調査報告：（参考) 各国のデータ共有サービスにおける課金体系 – GS1 Netherland

GS1は基本的に提供するサービスの課金体系を公開していないが、サービス利用料は企業規模によって決定されるケースが多い。
その中でもGS1 SwedenとGS1 Netherlandについては例外でサービスの課金体系を公開している。

- GS1 Data Source (サプライヤー/リテイラー)

■GS1 GDSNデータソース利用

GS1データソース利用
（データ交換における受信・公開の両方）

年間売上高(円) 初期接続(円) 継続接続(円/年)

0~1.6億 45,600 22,720

1.6億~8億 57,440 24,000

8億~18億 102,720 25,760

18億～36億 218,080 54,400

36億~72億 318,240 79,680

72億~360億 494,880 123,520

360億~1,600億 841,120 210,400

1600億~ 1,265,440 316,640

年間売上高(円) 年会費(円)

0~1.6億 4,320

1.6億~8億 25,760

8億~18億 60,000

18億～36億 120,000

36億~72億 205,600

72億~360億 308,480

360億~1,600億 411,360

1600億~ 518,560

- GS1 Contribution

■協賛金(年会費)

企業規模により協賛金を設定

■その他提供サービス(価格は割愛)

- Data quality programme

- GS1 Data link

- EDI

- For hospital
病院向けの課金体系が別途存在

※1€≒160円として換算p ct

https://www.gs1.nl/en/products-services/


